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図書館 INTERVIEWO3

地震から得た学び
震災 時 に取 るべ き図書館 職員の

アクションとは何 か
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※所属・役職は取材当時のものです。

熊本大学附属図書館は熊本市中央区に位置し、黒髪キャンパスの 「中

央館」、本荘キャンパスの 「医学系分館」、大江キャンパスの 「薬学部分

館」という3館 から構成されています。地震により大きな被害に見舞われ

た図書館のうち 「中央館」と「医学系分館」へ状況を伺いました。

幸いなことに人的被害はありませんでしたが、取材を行った9月7日 時点でも完全開館に至っていません。

そのような中で、地震発生時からどのような歩みを辿られたのかお聞きしてきました。

一まずは、開館までの概要についてお話

いただけますか。

置

」

附属図書館では、前震翌日の4月15

日時点で、余震を懸念して17日 までの

臨時休館を決定していました。すべての
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本震後 散乱した大型本4月18日 撮影(中 央館)

、

亀

館で15日 の内に施設・設備点検後、再

排架作業を進めていたのですが、16日

に本震が発生。余震が続く中、18日から

中央館・医学系分館を合わせて約12万

冊もの落下図書の排架作業に追われる

ことになったのです。

中央館は築40年 を越す建物ですが、

幸いにして2013年 に耐震工事とリノベー
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前震翌日

ションが完了していましたので、建物自

体の被害はひび割れにとどまりました。

安全性を確認後、学生へ学修の場を提

供するため、まず5月2日 に1階ラーニング

コモンズエリアを開放しました。続いて9

日には1階エリアを、10日に2階閲覧室・

PCル ームを再開。23日には地下書庫を

再開し開館時間も延長。そして6月1日 に

通常の時間での開館を迎えました。

中央館よりも被害が甚大であった医

学系分館には4名 しか職員がおりませ

んが、職員OBを はじめとする、有志の

方々が手伝 いに来てくださいました。

4月16日 の 本 震 で 大 量 の 図 書 が 落 下 し

ました が、焦 らず に、安全 に使 って もらえ

る場 所 を 優 先 的 に 開 放 す るス タ ンス を

取 る ことに しました 。

まず は学 生 が勉 強 す る場 所 だ けで も

提 供 しようとい うことで、5月10日 に2階

閲覧 室 ・グル ー プ 学修 室B・PCコ ー ナー

を再 開 しま した 。6月1日 に は1階 閲 覧

室 ・グ ル ー プ 学 修 室A・ 雑 誌 コー ナ ー を

再 開 し、開館 時 間 も延 長 しました。そ して

中 央 館 か ら19日 遅 れ て 、6月20日 に 通

常 時 間で の 開 館 へ 至 りま した。

転倒した書架4月18日 撮影(医 学系分館)
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一お互いに離れた場所での作業となっ

たわけですが、どのように連絡を取 り

合ったのですか。

中央館で対策チームを立ち上げ、4月

19日 から情報共有のためのミーティン

グを行いました。復旧作業が落ち着くま

で毎朝継続 し、医学系分館の職員にも

スカイプで参加 してもらいました。

一復 旧の際、作業の優先順位はどのよ

うに決められたのですか。

余震が続く中で、職員の安全を確保

しながら作業を進めなけれ ばなりませ

んでしたから、地震直後 は書庫 に入れ

ませんでした。そこで、中央館も医学系

分館も、被害の大きな部分 より、利用頻

度の高いスペースから作業を行うこと

にしました。この優先順位は、「早く開館

してほしい」という学生の声に応える形

で、自ずと決まっていきました。
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上:5月31日 までは、着用を義務付けた
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地簑から得た学び
震災時に取るべき図書館職員のアクションとは何か

余震に備えてビニ ー ル紐を結んだ書架 4月22日撮影（医学系分館）

一周囲の声に後押しされながらの復旧

作業だったのですね。そのような声の中

には、アドバイスも含まれていたとお聞

きしました。振り返って、良かったも のは

ありましたか。

東日本大震災を経験された図書館職

員の方の体験談は以前読んだ ことがあ

りましたが、実際に自分が被災するとそ

の内容がどこかへ飛んで行ってしまいま

した。そのような状況の中 で、SNSで外

部の方がリアルタイムに発信している情

報や、再度体験談 を読むこと で復旧作

業のヒントを得たこともありました。

例 と して、再排架した後に、余震に

よって再び図書が 落 ちない ように荷造

り用のビニ ー ル紐をかけ、約3週間その

書庫利用証に付けられた笛（中央館）

まま の状態にしておきました。 こうするこ

と で、図書の落下被害が 少なくなります

から逃げ道が 確保 できますし、利用者

への注意喚起にもなります。

地下書庫の利用再開に伴い、緊急用

の笛も準備しました。携帯電話の電波

が届かない地下書庫内 で地震が起こっ

て脱出が難しくなった場合、居場所を知

らせるために使う ことが できます。

また、昨年度より 大型本の混排を止

め、 サイズ別排架をしていたこともよ

かったです。書架の落下防止対策が功

を奏し、図書の落下被害を小さくしてく

れました。

一逆に、「こうすれば良かった」という点

がありましたら教えてください。

二点あります。

一点目はなるべく早期に被害状況を

くまなく把握するべき でした。被害の大

きかった医学系分館地下書庫では、最

奥にある落下した雑誌の山に手を付け

配架作業を行う箇所は〈立ち入り禁止〉

5月20日撮影（中央館）

られたのが6月でした。そのとき初めて、

どこからか発生した水に よって 雑誌に

カビが発生していることに気が 付いた

のです。未製本のものは床に貼り つき、

原状回復するために苦労しました。安全

を確保しつつ早い時期に全 体を把握す

る重要性を感じました。

二点目は、被害状況の記録写真 の撮

り方です。 職員は各々、多く の写真 を撮

影していました。しかし今見返してみる

と、 写真が暗かったり同じような写莫ば

かりだったり…。後世へ残す「資料」とし

ては、復旧前後で同じアングルから定

点 的に撮った写真が有用であると実感

しています。

ーいざ地震が起こると、職員も「被災者」

として余裕のない状況下に置かれます

よね。

ですから、平時の内に非常時対応の

見直し を進めていく必要 を感じていま

固定工事を行うまで立ち入リ禁止の書架

5月10日撮影（医学系分館）
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避難経路を示す張り紙

メモを付け足して内容を更新（中央館）

す。例えば、開 館時間中、夜間や週末な

ど少人数体制で勤務していても利用者

を安全に避難させることが できるのか

きちん と考えておかねばなりません。

また、グロ ー バル化に力を入れてい

る熊本大学 では、留学生などの日本語

が母語でない方々への対応を今 一度

考え直す必要があります。通常時はもち

ろんですが、絵やマ ー クを使って非常事

態に備えることも大切でしょう。

それから書架などの配置も、 地震を

想定したレイアウトを心掛けたほう が

よい と気 が付きました。ガラスのそば

には背が高く倒れやすい書架は置か

ない方がよいですね。代わりに背が低

くキャスタ ーが つい ているものを使う

と、棚の転倒と二次被害を防ぐことが

展示用書架（中央館）

反対に倒れていたらガラスが割れていた

できます。

ー最後に、被災後の他大学・団体との連

携について聞かせてください。

本要が起こっ て 2日後の4月18日か

ら、九州の各大学や東北大学附属図書

館をはじめとする全国の大学が、被災

地 の大学に所属する学生や教職員に

向けて図書館サ ー ビスを開放する動き

がありました。全国各地に避難している

学生・教職員が、どこにいても大学図書

館を利用できるように…という図書館

支援サ ー ビスの輪が広がっていったの

です。東日本大震災の際にも全国的に

同様の動きがあり、熊本大学附属因書

館でも関東地区の大学に所属する学生

を受け入れた経験があります。4月19日

から復1日作業の合 間に熊本大学附属

図書館のホ ー ムペ ー ジで全国の大学囮

書館による支援状況の取りま と めを行

いました。4月21日からは、国立大学因

書館協会が 取りま と め作業を引き継い

でくださいました。おかげで、私たちは

目 の前の復旧作業に専念できるように

なりましたので助かりました。

中には、無料で文献を複写、郵送して

くださる大学図書館もありました。医学

系分館を利用する医学部の学生や熊

本大学附属病院の職員のような医療従

事者は、迅速に資料を欲しているケ ース

も多くあります ので、 と て もありが た

かったです。

このような 大学図書館間の連携は構

築されていますが、 館種を超えた公共

図書館と のつながりはまだまだ これか

ら という のが現状です。早速、熊本県内

の図書館間 のネットワ ー ク作りが 動き

出しています。

熊本地震をきっかけに、今後図書館

同土の連携が深まっていく ことを期待し

ています。

一本日はお忙しい中、貴重なお話をあり

がとうございました

取材日：2016年9月7日
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「復興の意気や溢るる熊本大学」五高寮歌の一説をなぞらえた合言葉が掲示されている
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